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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 6,613 △23.1 △2 ― △25 ― △422 ―
26年3月期第2四半期 8,604 △1.4 △240 ― △121 ― △356 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △649百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 507百万円 （244.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 △48.37 ―
26年3月期第2四半期 △40.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 18,770 12,702 67.7
26年3月期 18,343 13,350 72.8
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 12,702百万円 26年3月期 13,350百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,566 △14.7 197 657.7 226 2.3 △284 ― △32.53



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料は記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 9,441,800 株 26年3月期 9,441,800 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 711,740 株 26年3月期 711,740 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 8,730,060 株 26年3月期2Q 8,730,122 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢、所得環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復

基調が続いておりますが、海外景気の減速や円安による原材料価格の上昇等、国内景気を下押しする要因の懸念

から、依然として先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは開発力を高め、高付加価値製品の供給、販路の拡大に努める一方、ゴ

ルフ事業において、市場変化に対応しつつ業績改善を具現化していくため、本社及びタイ国連結子会社の生産機

能を再編することとし、本社工場からゴルフヘッドのサンプル製作・量産品の金型・治具の製造工程等全ての量

産工程のタイ工場移管を順次進める等、生産の一元化による一層の効率化に向けて取り組んでまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、ゴルフ事業で収益性の見直しを図った影響等で、売上高は66

億13百万円（前年同期比23.1％減）となりました。利益面につきましては、生産工程の改善、製造原価の低減

等、利益率の改善を図り、営業損失２百万円（前年同期は２億40百万円の営業損失）、経常損失25百万円（前年

同期は１億21百万円の経常損失）となりました。また、上記のとおり、子会社への製造工程移管予定に伴い、希

望退職者を募集したことによる事業再編損を特別損失に計上したこと等で、四半期純損失４億22百万円（前年同

期は３億56百万円の四半期純損失）となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（ゴルフ事業） 

 ゴルフ事業につきましては、収益性の見直しを図ることで、受注数は減少したものの、高付加価値製品の提案

営業やタイ工場の効率化、製造原価の低減等で利益率の改善を図り、売上高25億20百万円（前年同期比36.4％

減）、営業損失４億９百万円（前年同期は７億14百万円の営業損失）となりました。 

（ステンレス事業） 

 ステンレス事業につきましては、技術開発による差別化製品の供給に努め、新規取引先との取引の増加等で、

売上高７億37百万円（前年同期比20.9％増）、営業利益２億27百万円（同96.2％増）となりました。 

（鍛造事業） 

 鍛造事業につきましては、生産効率の向上に努めましたが、タイ国自動車産業の回復が鈍いこと等から、売上

高33億55百万円（同16.8％減）、営業利益３億97百万円（同32.0％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は187億70百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億27百万円

増加いたしました。 

 流動資産は、104億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億24百万円増加いたしました。この主な要因

は、受取手形及び売掛金が増加したこと等によるものであります。固定資産は、83億22百万円となり、前連結会

計年度末に比べ97百万円減少いたしました。この主な要因は、機械装置及び運搬具が減少したこと等によるもの

であります。 

 負債合計は、60億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億75百万円増加いたしました。 

 流動負債は、41億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億77百万円増加いたしました。この主な要因

は、短期借入金、未払金及び未払費用が増加したこと等によるものであります。固定負債は、18億99百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ３億２百万円減少いたしました。この主な要因は、長期借入金が減少したこと等に

よるものであります。 

 純資産合計は、127億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億48百万円減少いたしました。この主な要因

は、利益剰余金が減少したこと等によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億89百万円（前年同期比74.7％減）の収入となりました。これは主

に、売上債権の増加７億３百万円、減価償却費４億30百万円、仕入債務の増加２億58百万円等によるものであり

ます。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億84百万円（同13.8％減）の支出となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出３億８百万円等によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億88百万円（同7.2％増）の収入となりました。これは主に、私募債

発行による収入５億円等によるものであります。 

 この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は44億81百万円となり、前連結会計年度

末に比べ２億42百万円増加いたしました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、急激な円安の進行等があり、予断を許さない状況でありますが、平成26

年10月３日付公表の「特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」の予想数値に変更はありません。

また、今後の動向を踏まえ、修正が必要と判断された場合には速やかに公表いたします。 

 なお、業績予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要

因によって記載の業績数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

１．簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算出方法減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が109,742千円増加し、利益剰余金が70,893

千円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

当社は、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30

号 平成25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。なお、当実務対応報告適用初年度の

期首より前に締結された信託契約に係る会計処理につきましては従来採用していた方法を継続するため、当実務

対応報告の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,193,247 5,308,580 

受取手形及び売掛金 2,304,482 2,962,092 

商品及び製品 710,700 681,651 

仕掛品 524,570 486,626 

原材料及び貯蔵品 1,045,028 872,419 

繰延税金資産 11,353 6,516 

その他 144,228 144,515 

貸倒引当金 △10,083 △14,156 

流動資産合計 9,923,528 10,448,246 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,917,498 2,706,022 

機械装置及び運搬具（純額） 2,967,394 2,718,002 

工具、器具及び備品（純額） 76,366 96,387 

土地 1,725,884 1,659,932 

建設仮勘定 34,226 204,125 

有形固定資産合計 7,721,370 7,384,471 

無形固定資産 15,608 20,495 

投資その他の資産    

投資有価証券 90,112 91,894 

繰延税金資産 5,470 6,393 

投資不動産（純額） 338,208 436,001 

退職給付に係る資産 214,543 347,585 

その他 40,842 41,783 

貸倒引当金 △6,173 △6,346 

投資その他の資産合計 683,004 917,312 

固定資産合計 8,419,983 8,322,279 

資産合計 18,343,511 18,770,525 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,019,147 1,193,179 

短期借入金 931,811 1,387,831 

未払法人税等 103,593 126,278 

未払金及び未払費用 584,385 1,030,337 

賞与引当金 34,597 221,805 

債務保証損失引当金 - 25,048 

その他 117,106 183,866 

流動負債合計 2,790,641 4,168,346 

固定負債    

社債 600,000 1,100,000 

長期借入金 951,478 286,352 

リース債務 266,747 83,444 

繰延税金負債 129,435 178,532 

退職給付に係る負債 140,496 143,221 

役員退職慰労引当金 43,119 42,259 

資産除去債務 59,235 59,681 

その他 11,562 6,204 

固定負債合計 2,202,075 1,899,696 

負債合計 4,992,717 6,068,043 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,241,788 1,241,788 

資本剰余金 1,189,873 1,189,873 

利益剰余金 10,543,866 10,105,183 

自己株式 △315,111 △297,423 

株主資本合計 12,660,416 12,239,421 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △2,435 △652 

為替換算調整勘定 655,322 438,507 

退職給付に係る調整累計額 37,490 25,206 

その他の包括利益累計額合計 690,377 463,060 

純資産合計 13,350,794 12,702,482 

負債純資産合計 18,343,511 18,770,525 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 8,604,876 6,613,540 

売上原価 7,964,483 5,609,470 

売上総利益 640,392 1,004,070 

販売費及び一般管理費 880,936 1,006,748 

営業損失（△） △240,543 △2,678 

営業外収益    

受取利息 8,181 13,214 

受取配当金 899 1,120 

投資不動産賃貸料 8,987 9,637 

為替差益 156,794 4,563 

その他 22,715 20,120 

営業外収益合計 197,578 48,655 

営業外費用    

支払利息 40,933 33,026 

減価償却費 12,249 8,211 

シンジケートローン手数料 10,680 11,649 

その他 14,809 18,573 

営業外費用合計 78,672 71,461 

経常損失（△） △121,638 △25,483 

特別損失    

減損損失 66,702 - 

事業再編損 - 248,904 

特別損失合計 66,702 248,904 

税金等調整前四半期純損失（△） △188,340 △274,388 

法人税、住民税及び事業税 139,431 121,784 

法人税等調整額 29,101 26,103 

法人税等合計 168,532 147,887 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △356,872 △422,275 

四半期純損失（△） △356,872 △422,275 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △356,872 △422,275 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6,278 1,782 

為替換算調整勘定 870,753 △216,815 

退職給付に係る調整額 － △12,284 

その他の包括利益合計 864,474 △227,316 

四半期包括利益 507,601 △649,592 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 507,601 △649,592 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △188,340 △274,388 

減価償却費 488,882 430,334 

減損損失 66,702 - 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26,759 4,245 

賞与引当金の増減額（△は減少） 88,680 187,208 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000 - 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,510 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 6,526 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,281 △860 

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） - 25,048 

受取利息及び受取配当金 △9,081 △14,334 

支払利息 40,933 33,026 

為替差損益（△は益） △179,954 10,714 

事業再編損 - 248,904 

売上債権の増減額（△は増加） 1,081,478 △703,638 

たな卸資産の増減額（△は増加） 297,781 195,956 

仕入債務の増減額（△は減少） △405,483 258,245 

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,730 18,291 

その他 30,804 △36,539 

小計 1,337,224 388,741 

利息及び配当金の受取額 9,233 14,265 

利息の支払額 △42,729 △32,831 

法人税等の支払額 △159,812 △80,552 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,143,915 289,622 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（△は増加） 96,001 126,463 

有形固定資産の取得による支出 △322,713 △308,785 

有形固定資産の売却による収入 13,708 6,181 

無形固定資産の取得による支出 △1,013 △7,120 

その他 - △1,199 

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,017 △184,460 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △304,578 △190,903 

社債の発行による収入 600,000 500,000 

リース債務の返済による支出 △44,588 △43,673 

自己株式の売却による収入 11,999 10,012 

配当金の支払額 △87,301 △87,300 

財務活動によるキャッシュ・フロー 175,531 188,134 

現金及び現金同等物に係る換算差額 186,489 △50,992 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,291,919 242,304 

現金及び現金同等物の期首残高 2,174,475 4,238,727 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,466,395 4,481,031 

 

- 8 -

㈱遠藤製作所（7841）平成27年３月期 第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  ゴルフ事業 
ステンレス 

事業 
鍛造事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 3,961,780 610,435 4,032,660 8,604,876 － 8,604,876 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
5,100 － － 5,100 △5,100 － 

計 3,966,880 610,435 4,032,660 8,609,976 △5,100 8,604,876 

セグメント利益又は損失（△） △714,721 115,784 584,845 △14,091 △226,452 △240,543 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△226,452千円には、セグメント間取引の消去△5,100千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△221,352千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ステンレス事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては、66,702千円であります。

 

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  ゴルフ事業 
ステンレス 

事業 
鍛造事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 2,520,062 737,754 3,355,723 6,613,540 - 6,613,540 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
5,100 - - 5,100 △5,100 - 

計 2,525,162 737,754 3,355,723 6,618,640 △5,100 6,613,540 

セグメント利益又は損失（△） △409,410 227,149 397,484 215,224 △217,903 △2,678 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△217,903千円には、セグメント間取引の消去△5,100千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△212,803千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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